
1 

 
 

平成 27 年１月 29 日 

各 位 

 

 

事業構造改革の結果及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

平成 26 年 10 月 22 日に公表した事業構造改革の結果及び特別損失の計上につきまして、下記のと

おりお知らせします。 

 

記 

 

１．事業構造改革の概要（平成 26 年 10 月 22 日公表） 

(1) 早期退職支援制度 

① 対 象 者 退職日時点で 40 歳以上の当社の正社員 

② 募 集 人 員 特に定めない 

③ 退 職 日 平成 27 年２月 28 日 

④ 支 援 内 容 退職者に対しては規定の退職金に加え退職加算一時金を支給するととも

に、希望者を対象に再就職支援会社を通じて再就職の支援を行います。 

 

(2) リチウムイオン電池製造業務の委託 

① 対 象 者 当社のリチウムイオン電池の製造工程に係る一部の正社員、有期契約社員

及びシニア社員 

② 対 象 人 員 130 名程度 

③ 転 籍 日 平成 27 年２月 28 日 

 

 

２．事業構造改革の結果 

(1) 早期退職支援制度 ：応募人員数 163 名 

(2) リチウムイオン電池製造業務の委託：転籍人員数 49 名、出向人員数 66 名 

なお、労働組合と協議の結果 50 歳未満の対象者 66 名は受託会社への出向としました。 

 

 

３．事業構造改革に伴う特別損失 

事業構造改革の実施に伴う特別損失の総額は 1,726 百万円であり、平成 27 年３月期第３四半期に

おいて計上しております。 

 

会 社 名 日 立 マ ク セ ル 株 式 会 社 

代 表 者 名 取 締 役 社 長 千 歳  喜 弘 

 （コード番号：6810 東証第一部） 

問 合 せ 先 業 務 管 理 本 部  経 営 戦 略 部 

 （TEL.03-3515-8283） 
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４．今後の見通し 

事業構造改革の実施に伴い特別損失が発生するものの、固定資産の譲渡などにより特別利益を計上

する見込みのため、平成 26 年 10 月 22 日に公表した平成 27 年３月期の通期業績予想に変更はありま

せん。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 26 年 10 月 22 日公表分）及び前期連結実績 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

当 期 連 結 予 想 

（平成 27 年３月期） 
154,000 5,100 4,900 6,750 127.74 

前 期 連 結 実 績 

（平成 26 年３月期） 
148,481 7,356 8,066 7,432 118.20 

 

 

以 上 


